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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の
あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて
豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、
心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ
暖かい家庭と村をつくります。
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寒 さ な ん か

へ つ ち や ら だ い ？

‾保育所雪上
で

１

？ｊ

日
匸
所庭）

２
～（
ご

む
ら
の
話
題

４
～
已

あ
し
ら
廿

已
～
フ

教
育
だ
よ
り

８
～
〇
）

保
健
婦
だ
よ
り

１０
～
竹

国
保
の
し
お
り

出
稼
ぎ
現
地
の

み
な
さ
ん

１２
～
句

交
母
だ
よ
り

憚
～
恬

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

悃

戸
籍
の
窓
口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

マ
ダ
ラ
の
受
精
卵

を

放
流

＝
牛
滝
地
区
タ
ラ
網
組
合
＝

佐
井
村
漁
協
で
は
、
十
数
年

前
か
ら
、
マ
ダ
ラ
の
親
魚
を
標

識
放
流
し
て
き
た
ほ
か
、
タ
ラ

漁
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
隣
の
脇
野

沢
村
に
見
な
ら
っ
て
、
六
年
前

か
ら
受
精
卵
の
放
流
を
始
め
て

い
ま
す
。

七
年
目
の
今
回
は
、
七
億
粒

の
放
流
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、

去
る
一
月
二
十
八
日
に
は
、
牛

滝
地
区
タ
ラ
網
組
合
（
代
表
・

浜
野
幸
夫
）
の
十
八
隻
が
出
動

し
、
マ
ダ
ラ
の
受
精
卵
約
五
億

二
千
万
粒
が
、
津
軽
海
峡
に
洋

上
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

数

年
後

に
親

魚
に

成
長

し

て
、
佐
井
沖
に
戻
っ
て
く
る
の

を
待
つ
こ
の
放
流
事
業
は
、
漁

家
経
営
の
安
定
を
目
指
す
、
育

て

る
漁
業

の
一
環

と
し
て

ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
年
々
そ

の
数
を
増
や
し
な
が
ら
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
漁
協
で
は
「
資

源
の
維
持
、
増
大
の
た
め
に
も
、

今
後
も
放
流
を
行
っ
て
い
く
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Λ
洋
上
放
流
と
は
▽

底
建
網
に
か
か
っ
た
親
魚

の
完
熟
卵
を
船
上
で
搾
り
出

し
た
後
、
精
子
を
ふ
り
か
け

て
数
分
後
に
海
に
流
す
方

式
で
す
。

▲マダラの受精卵を放流する組合員

キ

タ

ア

カ

リ

の

會

が

設

立

＝
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
す
＝

佐
井
村
の
農
業
振
興
策
と
し

て
、
三
年
前
か
ら
農
業
委
員
を

中
心
に
試
験
栽
培
が
行
わ
れ
て

き

た
キ

タ
ア
カ

リ

（
通
称
＝

ゴ
ー
ル
デ
ン
ポ
テ
ト
）
の
普
及

と
消
費
拡
大
を
目
指
す
た
め
。

一
月
二
十
三
日
に
「
佐
井
村
キ

タ
ア
カ
リ
の
会
」
が
、
二
十
四

名
の
会
員
で
設
立
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
会
の
目
的
は
、
キ
タ
ア

カ
リ
の
生
産
及
び
流
通
過
程
の

計
画
化
と
協
同
化
を
促
進
し
、

農
業
所
得
の
向
上
を
図
る
も
の

佐
弉
村
矚
畤
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
四
年
度
佐
井
村
臨
時
職
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
、
平
成
四
年
三
月
十
三
日
（
金
）
ま
で
、
履
歴
書
、
健
康

診
断
書
各
一
通
を
、
左
記
の
提
出
先
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ

ｔ

井
一
刊
｀
一
育

書

曇

▼
募
集
人
員

二

名

▼
職
務
内
容

・
一

般

事

務

・
海
峡
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
事
務

※
海
峡
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
事
務
に

つ
い
て
は
、
日
曜
日
・
祝
祭
日

で
も
勤
務
で
き
る
方
。

▼
雇
用
条
件

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学

Ｏ

役

場

住

民

福

祉

課

▼
募
集
人
員

一

名

▼
職
務
内
容

・
火
葬
場
管
理

・
死
亡
人
の
火
葬

▼
雇
用
条
件

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
賃

金

月
額

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

校
以
上
の
卒
業
の
方
。

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
雇
用
期
間

平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
四
年
九
月
三
十
日
ま
で

▼
賃

金

臨
時
職
員
の
給
与
の
取
扱
要

綱
に
よ
る
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
せ

佐
井
村
教
育
委
員
会

昔
⑩
四
五
〇
六
・
四
五
〇
七

賞
与

二
・
四
ヶ
月
分

▼
提
出
先
・
問
い
合
せ

役
場
総
務
課
昔
図
二
一
一
一

Ｏ

役

場

企

画

財

政

課

▼
募
集
人
員

一

名

▼
職
務
内
容

・
一

般

事

務

▼
雇
用
条
件

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
以



で
す
。

販
売
は
、
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
販

売
事
業
を
通
じ
て
行
い
、
個
人

的
売
買
は
行
わ
ず
、
高
価
格
で

の
販
売
を
見
込

ん
で
お
り
、
会

員
の
意
欲
が
伺
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
農
業
者
の
栽
培
技

術
の
講
習
会

や
研
修
会
を
実
施

す
る
予
定
で
、
会
員
一
人
ひ
と
り

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

キタアカリの特徴

キタアカリは、昧 と香りがよく、

高デンプン質でビ タミンＣが多 く

含 まれ、北 海道で生 まれ育った

ジャガイモです。

▼裁培指導する農業改良普及所職員

綱引き大会で孰戦二
月
十
六
日
、
佐
井
小
学
校

体
育
館
を
会
場
に
、
「
第
四
回

佐
井
村
綱
引
き
大
会
」
が
開
か

れ
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

優

勝

日
の
出
チ
ー
ム

準
優
勝

横
綱
フ
レ
ン
ド

【
女
子
の
部
】

優

勝

日
の
出
チ
ー
ム

準
優
勝

否

否

フ
フ

タ
ー
ズ

むつ下北地区

バドミントン大会で
ブロック別優勝

２月９日、むつ市民体育館で開

かれた「第６回むつ下北地区バド

ミントン大会」において、佐井ク

ラブがブロ タヽク別優勝を飾 り、今

後のバドミント ンの普及にむけ、

大 きな一歩 を踏みだしました。

平 成 ３ 年 度

厚生年金・国民年金

積 立 金 還 元 融 資

▲購入された

「歯科ユニット」

佐
井
診
療
所
で
は
、
平
成
三

年
度
に
「
厚
生
年
金
・
国
民
年

金
積
立
金
還
元
融
資
」
に
よ
っ

て
、
「
歯
科
ユ
ニ

。
卜
」
を
購

入
し
、
歯
科
診
療
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学

校
以
上
の
卒
業
の
方
。

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
雇
用
期
間

平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
四
年
九
月
三
十
日
ま
で

▼
賃

金

臨
時
職
員
の
給
与
の
取
扱
要

綱
に
よ
る
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
せ

役
場
総
務
課
昔
啓
二
一
一
一

氷
試
験
日
・
場
所

平
成
四
年
三
月
十
九
日
（
木
）

佐
井
村
振
興
セ
ン
タ
ー

た
だ
し
、
教
育
委
員
会
は
ア

ル
ザ
ス
会
議
室

あ

な

た

は

駐

車

違

反

を

」
ぞ

い
ま
兌

擘

・

○
佐
井
村
内
は
、
道
路
幅
が
狭

い
の
で
、
道
路
交
通
法
第
四
十

五
条
二
項
の
違
反
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

道
路
に
駐
車
し
た
と
き
に
、

右
側
が
ご
丁

五
メ
ー
ト
ル
以
上

な
け
れ
ば
違
反
な
の
で
す
。

○
つ
ぎ
に
法
定
で
決
め
ら
れ
て

い
る
①
交
差
点
内
や
交
差
点
の

側
端
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
②

横
断
歩
道
上
や
横
断
歩
道
の
前

後
の
側
端
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
前

後
に
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

③
道
路
の
曲
が
り
か
ど
等
の
違

反
は
、
横
断
歩
行
者
の
事
故
の

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
艶
体

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○

ま
た
、
他
人
の
迷
惑
に
１
‐
る

自
動
車

用

の
出
入

口
か

ら
三

メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
も
駐
車

禁
止
で
す
。

○

も
ち
ろ
ん
標
識
が
あ
る
場
所

は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

○
そ
の
ほ
か
に
、
道
路
上
の
同

一
場
所
に
十
二
時
間
以
上
（
夜

間
は
八
時
間
以
上
）
駐
車
で
き

ま
せ
ん
。



苗

木

の

申

込

み

を

受

け

て

い

ま

す

北
通
地
方
森
林
組
合
で
は
、

平
成
四
年
度
春
造
林
用
苗
木
及

び
林
業
肥
料
等
の
申
込
み
を
受

け
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
左
記

に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
一
反
歩
以
上
新
植
し
た

場
合
に
は
、
造
林
補
助
金
が
交

付
に
な
り
ま
す
。
造
林
の
重
要

性
を
認
識
く
だ
さ
り
、
造
林
面

積
の
拡
大
を
図
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

補
助
金
交
付
申
請
手
続
き
に

つ
い
て
、
造
林
地
が
農
地
の
場

合
に
は
、
農
地
転
用
許
可
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
申
し
添
え

ま
す
。

▼
申
込
み
品
種

杉
、
赤
松
、
黒
松
、
カ
ラ
松

桐
、
林
業
肥
料
、
キ
ノ
コ
種

駒
、
そ
の
他
林
業
資
材
一
切

▼
申
込
み
場
所

原

田

古
佐
井

大
佐
井

清
水

芳

宅

川

目
｝

岩

矢

越

磯

谷

横
浜

繁
雄

宅

長

後

岩
清
水

芳

宅

福

浦

田
中

太
吉

宅

牛

滝

竹
内
庄
次
郎

宅

▼
申
込
み
締
切

平
成
四
年
三
月
三
十
一
日

▼
配
布
予
定

平
成
四
年
五
月
上
旬
頃

▼
問
い
合
せ

北
通
地
方
森
林
組
合

昔
⑩
二
五
二
〇
こ
二
二
六
二

献

血

で

あ

な

た

の

健

康

管

理

を

／

や
さ
し
い
思
い
や
り
に
育
ま

れ
て
、
貴
い
生
命
が
救
わ
れ
る

献
血
…
…
…
。

人
間
と
し
て
の
大
切
な
思
い

や
り
の
心
と
や
さ
し
さ
が
、
さ

ら
に
大
き
く
実
を
結
ぶ
こ
と
を

願
っ
て
、
移
動
採
血
車
に
よ
る

献
血
を
行
い
ま
す
。

血
液
型
の
判
別
の
ほ
か
に
、

病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
採
血

し
た
血
液
の
一
部
分
で
生
化
学

的
検
査
を
し
て
、
そ
の
結
果
を

お
し
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
健
康
チ
エ
。
ク
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

採
血
場
所
及
び
時
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平 成 ４ 年 度

佐井村奨学生を募集しています

・受付期限－４月３０日まで

・申 込 先一教育委員会総務課

Ｏ３８―４５０６・４５０７

暴

力

団

埀

一
分

ら

追

放

し

よ

う

／

「

暴

力

団

対

策

法

」
の

あ

ら

ま

し

昨
年
五
月
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」
い
わ
ゆ
る
暴
力
団
対
策
法
が
成
立
し
、
い
よ
い
よ
平
成
四
年

三
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
公
安
委
員
会
が
法
律
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る

暴
力
団
を
「
集
団
的
に
、
ま
た
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
等
を

行
う
こ
と
を
助
長
す
る
恐
れ
が
大
き
い
暴
力
団
」
と
し
て
指
定
し
、

そ
の
指
定
暴
力
団
（
員
）
の
一
定
の
行
為
を
禁
止
し
て
取
締
ま
る
こ

と
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

禁
止
行
為
と
し
て
は
、

气

指
定
暴
力
団
員
に
よ
る
暴
力
的
要
求
行
為
の
禁
止

二
、
住
民
が
暴
力
団
員
に
暴
力
的
要
求
行
為
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る

行
為
の
禁
止

三
、
暴
力
団
の
対
立
抗
争
時
の
組
事
務
所
の
使
用
禁
止

四
、
少
年
に
対
す
る
暴
力
団
へ
の
加
入
の
勧
誘
等
の
禁
止

五
、
暴
力
団
の
組
事
務
所
や
そ
の
周
辺
で
住
民
に
不
安
を
与
え
る
行

為
の
禁
止

な
ど
を
定
め
て
お
り
、
住
民
生
活
、
企
業
活
動
に
寄
生
し
な
が
ら
今

ま
で
犯
罪
と
な
ら
な
い
や
り
方
で
、
暴
力
団
が
金
集
め
し
て
い
た
こ

と
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

警
察
で
は
、
暴
力
団
が
指
定
さ
れ
次
第
、
こ
の
新
し
い
法
律
を
最

大
限
に
活
用
し
て
規
制
す
る
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
の
取
締
り
を
一

層
強
化
し
て
、
暴
力
団
の
壊
滅
を
進
め
ま
す
。

暴
力
団
か
ら
被
害
を
受
け
た
り
、
暴
力
団
が
住
民
社
会
の
問
題
に

介
入
し
て
き
た
ら
、
警
察
に
す
ぐ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

暴
力
団
を
健
全
な
住
民
社
会
か
ら
完
全
に
排
除
す
る
た
め
、
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



第４回
型

謳

哭

霍

葭

『
晏

‥一一
「
蓉

‐
Ｅ

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
で

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
交

流
を
図
る
た
め
に
、
次
の
と
お

り
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日

時

平
成
四
年
三
月
十
九
囗
（
本
）

「
昼
の
部
」

午
後
二
時
～
四
時

「
夜
の
部
」

午
後
六
時
半
～
八
時
半

▼
場

所

下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。

入
場
希
望
の
方
は
、
往
復
は

が
き

二

葉
一
名
）

に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
昼

の
部
ま
た
は
夜
の
部
希
望
と
記

入
の
う
え
、
む
つ
市
大
湊
町
四

の
一
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総

監
部
広
報
係
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
希
望
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
未
就
学
児
童
の
入
場
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
。
（
締
切
日
は

三
月
七
日
（
土
）
当
日
消
印
有

効
）
詳
し
く
は
、
海
上
自
衛
隊

大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

昔

三

言

一
六
四
〇

事
業

主
｛
一
客

さ

心
へ

青

森

労

働

基

準

局

青
森
県
雇
用
保
険
課

労
働
保
険
の
申
告
・
納
付
は

お
済
み
で
す
か
。

平
成
三
年
度
確
定
・
平
成
四

年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
の
時

期
が
き
ま
し
た
。

提
出
期
限
は
五
月
十
五
日
で

す
。
早
め
に
お
近
く
の
銀
行
ま

た
は
郵
便
局
等
へ
提
出
・
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
・
納
付
が
同
時

に
で
き
な
い
と
き
は
、
申
告
書

を
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
た
は
青
森
労
働
基
準
局
・
県

雇
用
保
険
課
へ
提
出
し
、
納
付

に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
む
つ
市
で
申
告
書
受

付
及
び
作
成
指
導
を
、
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
平
成
四
年
五
月
七
日
（
木
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

▼
下
北
文
化
会
館
第
三
集
会
室

名儀変更

自動車の廃車手続はお早めに

車 検

匸
３ 月 の 陸 運 支 局 は
と

大変 混 雑 し ま

い

東北 運輸局青森陸運支局

Ｓ Ｏ１７７（３９）１５０３

Ｎ Ｈ Ｋ 学園 の 生 涯 学 習

通 信 講 座 で 学 習 を

ＮＨＫ学 園では、生涯学

習通信講座 （教 養と趣味を

深め るための書 道、硬筆、

俳句、短歌、囲碁 、介護福

祉 など７４講座１８７コー スを

開講）春期 の受講生 を募集

してい ます。

申込み受 付 は４月３０日ま

で。 案内書 （無料） を希望

する方は、ハガキ に住所氏

名 を明記のうえ、左記 へ請

求 してください。

〒１８６－０１

東 京都国立市富士見台

２－３６

ＮＨＫ 学園８Ｅ１１係宛

＜ お わ び 〉

広報 さい ２月号の交母だより

で、交通安全母親全国 大会 に参

加して＝金沢弘子 とあ るのは副

会長斉藤 まさ子、幼児 の交通安

全教育指導者研修会に参加して

＝副会長斉藤まさ子 とあ るのは

金沢弘子の誤りでした
Ｏ

訂正し

てお わび申しあげます
Ｏ

「
暴

力

的

要

求

行

為

」に

あ

た

る

も

の
【
十
】

目
）

・
口
止
め
料
の
要
求

・
寄
付
金
、
賛
助
金
の
要
求

・
下
請
参
入
の
要
求

・
あ
い
さ
つ
料
の
要
求

・
用
心
棒
代
の
要
求

・
債
権
取
り
立
て
行
為

・
借
金
踏
み
倒
し
行
為

・
金
銭
貸
し
付
け
要
求

・
地
上
げ
行
為

・
示
談
行
為

・
い
い
が
か
り
を
つ
け
て
の
物
品
買
取
り
要
求
・
金
品
要
求

・ＩＳ暴 力 団 追 放 の 三 原 則・・・・

・暴力団を恐れない
・暴力団に金を出さない
・暴力団を利用しない



教
育
だ
よ

う

雑

感
佐
井
中
学
校
長

扇

野

保

三
月
は
別
れ
の
季
節
で
あ

る
。
職
場
や
学
校
で
の
転
勤
。

就
職
や
進
学
に
よ
る
家
族
と
の

別
れ
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は

新
し
い
出
会
い
を
期
待
し
、
自

立
へ
の
旅
立
ち
に
出
る
。
寂
し

い
が
、
前
途
に
幸
多
か
れ
と
祈

る
気
持
ち
に
な
る
。

先
日
、
卒
業
生
Ｎ
君
の
父
か

ら
、
Ｎ
君
の
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
き
た
の
で

観
て
欲
し
い
と
い
う
電
話
が

あ
っ
た
。
Ｎ
君
は
、
野
球
を
や

り
た
い
と
い
う
夢
を
抱
い
て
東

北
高
校
に
進
学
し
た
。
百
名
近

く
の
部
員
の
中
で
、
し
か
も
、

中
学
時
代
は
各
地
方
で
活
躍
し

た
優
れ
た
仲
間
と
共
に
、
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
黙
々
と
ト
レ
ー

ラ
ン
ク
に
励
む
姿
が
あ
っ
た
。

苦
し
さ
に
め
げ
ず
、
自
分
の

希
望
に
向
っ
て
青
春
の
汗
を
流

し
て
い
る
こ
と
。
体
力
が
っ
き

礼
儀
や
思
い
や
り
も
身
に
つ
い

て
き
た
こ
と
を
満
足
そ
う
に
話

し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
高
校
の
卓
球
部
で
活

躍
し
て
い
る
Ｓ
君
の
ご
両
親
か

ら
も
同
じ
よ
う
な
話
し
を
お
聞

き
し
た
。
そ
し
て
共
に
喜
び
を

分
ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
ほ

か
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
陸
上
、

ボ
ー
ト
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る

高
校
生
や
大
学
へ
進
学
し
た
先

輩
も
い
る
。
運
動
面
だ
け
で
な

く
、
部
活
動
と
学
習
の
両
立
を

め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
る
子
、

青
森
の
進
学
校
で
ト
ッ
プ
の
成

箍
を
維
持
し
て
い
る
子
な
ど
の

情
報
を
知
る
た
び
に
、
佐
井
の

生
徒
は
頑
張
る
な
、
よ
か
っ
た

な
と
い
う
思
い
が
よ
ぎ
る
昨
今

で
あ
る
。

人
材
は
、
き
れ
い
な
川
が
あ

り
、
古
い
神
社
と
緑
濃
き
山
の

あ
る
と
こ
ろ
に
育
つ
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
加
え
て
佐
井
に

は
、
青
い
海
も
人
情
の
暖
か
さ

も
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

別
に
、
華
々
し
い
成
績
を
上

げ
て
い
る
か
ら
よ
い
と
い
う
の

で
は
な
い
。
多
く
の
卒
業
生
は

平
凡
で
あ
り
、
つ
ま
ず
き
、
失

敗
し
な
が
ら
も
、
自
分
の
夢
や

希
望
に
真
摯
な
気
持
ち
で
立
ち

向
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

こ
と
に
、
心
打
た
れ
る
の
で
あ

る
。夢

は
、
だ
れ
に
で
も
あ
る
。

胸
の
奥
で
輝
い
て
お
り
、
明
日

に
生
き
る
原
動
力
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
自
ら
の
可
能
性
を
信

じ
、
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

世
阿
弥
は
、
次
の
よ
う
な
こ

を
書
き
残
し
て
い
る
。

「
た
と
え
人
も
ほ
め
、
名
人

に
勝
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

健

康

と

体

力

づ

く

り

を

守

る

ス

ポ

ー

ツ

安

全

保

険

に

加

入

を

平
成
四
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
受
付
が
は
じ
ま
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
奉
仕
活
動
な
ど
の

際
の
傷
害
事
故
や
、
第
三
者
に
与
え
た
損
害
を
補
償
し
、
ま
た
心
臓

麻
痺
な
ど
の
突
然
死
に
見
舞
金
を
お
支
払
い
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
人

達
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
、
営

利
を
目
的
と
し
な
い
互
助
共
済
的
な
補
償
制
度
で
す
。

こ
の
保
険
は
、
五
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
で
き
ま
す
。

申
込
み
と
お
問
い
合
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青
森
県
支
部
ま

で
。

ａ
Ｏ
一
七
五
（
八
二
）
六
九
八
四

（注）ほかに大学連盟、実業団連盟に所属する団体の加入も扱っ

ています。

○対象となる事故はグループ活動中またはそのための往復途上

の事故です。

○補償期間は毎年４月１日から翌年３月３１日です。（申込みの

受け付けは３月から年間を通じ随時承っています。）



一

時

的

に

珍

ら

し

か

っ

た

花

（

時

分

の

花

）

で

あ

っ

て

、

そ

れ

に

迷

っ

て
『
真

の

花
』
と

思

っ

て

は

い
け

な

い
。

自

分

の

達

し

て

い

る
芸

位

が

ど

の

程

度

で

あ

る

か
を

、

よ

く
心

得

て

稽
古

す

る

こ

と

が

大

切

で

あ

る
」

と

。

そ

れ

ぞ

れ

が

、

一

層

精

進

を

重

ね

て

真

に

社

会

の

人

々

に

認

め

ら

れ

る

よ
う

に

成

長

し

て

く

れ

る

こ

と

を

祈

ら

ず

に

は

い

ら

れ
な
い
。

学
校
教
育
も
家
庭
教
育
も
社

会
教
育
も
、
教
育
の
原
点
は
愛

で
あ
る
。
愛
は
、
思
い
や
り
を

生
み
、
共
感
を
得
、
人
に
勇
気

を
与
え

る
。
愛
は
、
信
じ
、
耐

え
、
自
分
の
利
益
を
求
め
な
い
。

愛
は
、
祈
り
の
気
持
ち
な
の
か

も
知
れ
な
い
。
先
生
と
父
母
と

地
域
の
人
た
ち
が
、
共
に
夢
や

希
望
を
語
り
、
無
償
の
愛
を
燃

や
す
時
、
子

ど
も
た
ち
は
そ
の

力
強
さ
を
敏
感
に
感
じ
と
り
、

賢
く
育
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、

父
母

や
地
域
の
人
々
の
学
校
に

対
す
る
信
頼
が
強
固
に
な
っ
て

く
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

や
が
て
、
三
年
生
は
巣
立
つ
。

大
き
な
希
望
を
抱
き
、
先
輩
に

続
い
て
欲
し
い
と
思
う
。

子
ど
も
た
ち
の
前
途
に
光
あ

れ
。

全
校
児
童
が
歩
く
ス
キ
ー
を
体
験

－

原
田
小

学

校
－

二
月
十
二
日

か
ら
十
三
日

ま
で
の
二
日
間
、
大
畑
町
の

下
北
少
年
自
然
の
家
で
、
原

田
小
学
校
の
全
校
児
童
二
十

人
が
参
加
し
て
、
一
泊
二
日

で
歩
く
ス
キ
ー
の
体
験
・
研

修
が
行
わ
れ
、
雪
の
中
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
す

ご
し
ま

し
た
。

当

日

は

好
天

に

も

恵
ま

れ
、
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
。

一

日

目

は
、

ま

ず
歩

く
ス

キ
ー
の
基
礎
を
練
習
。
生
ま

れ
て
は
じ
め
て
ス
キ
ー
を
は

い
た
子
も
い
ま
し
た
が
、
午

後
に
は
コ

ー
ス
に
入
れ
る
ま

で
レ
ベ
ル
ア
こ
フ
し
、
指
導

に
あ
た
っ
た
原
田
小
学
校
の

先
生
方
も
驚
く
程
の
上
達
ぶ

り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

二

日

目

は
、

う

ぐ

い

す

コ
ー
ス
、
や
ま
が
ら
コ
ー
ス

な
ど
匸

ニ
キ
ロ
の
コ

ー
ス
で

全
校
児
童
が
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
に
挑
戦
。
冬
の
代
表
的

ス

ポ
ー

ツ
で

あ

る
ス

キ
ー

で
、
み
ん
な
い
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

第７回
二

月
二

日

、
下
北

文
化

会
館

を

会
場

に
、
第

七
回

む

つ
下
北

地
区

子

ど
も
会

将

土
芸

能
発

表
今

が
開
催

さ
れ

ま
し

た
。

今

回
は

、
む

つ
市

と
大
畑

町

を
除

く
六
町

村

の
子

ど
も
会

が

参

加

。
佐
井

村
か

ら
は

、
磯
谷

子

ど

も
会

が
、
地
区

に
古

く

か

ら

伝

わ
る
郷
土

芸

能

心
「
新
内

」

と
「

三
番

叟
」

を
披

露
し

、
会

場

か
ら
盛

ん

な
拍
手

が
送

ら

れ

て
い
ま
し
た
。

磯
谷
小
中
学
校
マ

吭

子

ど

も
ご
と
き
か
ら
郷
土
芸
能
を
体

得
さ
廿
よ
う
と
、
学
芸
会
マ
け

い
こ

を
重
ね
発

表
し
万

い
ま

す
。
発
表
会
当
日
は
、
師
匠
や

親
、
育
成
者
な
ど
四
十
五
人

が

バ
ス
に
乗
り
込
み
、
熱
心
入

れ

よ
う
は
並
々
な
ら
ぬ
も
ら
が
あ

り
ま
す
。

い
よ
い
よ
本
番

。
舞
台
心
幕

が
開
く
と
、
一
斉
に
花
が
飛
び

演
技
す
る
側
と
観
客

が
一
体
と

な
り
、
す
ば
ら
し
い
芸
能
発
表

会
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達

心
踊
り
も
、
日
頃

心
け
い
こ
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
師
匠

心
目
尻
も
下
が
り
っ
ぱ
な
し
で

し
た
。

一第１４回一

佐井村小学生卓球大会

一第２２回一

佐井村卓球選手権大会

が開催されます。

▲昨年の大会から

三
月
八
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
、
佐
井
中
学
校
体
育
館
を
会
場

に
「
第
十
四
回
佐
井
村
小
学
生
卓
球
大
会
」
及
び
「
第
二
十
二
回
佐

井
村
卓
球
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
料
は
一
人
五
〇
〇
円
。
当
日
も
受
付
し
ま
す
の
で
、
冬
季
の

運
動
不
足
解
消
の
た
め
、
卓
球
で
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

申
込
み
・
問
い
合
せ
は
次
の
方
々
ま
で
。

・
川
岸
一
彦

昔
⑩
二
〇
一
九

・
坪
井
敏
明

昔
⑩
ニ

ー
○
七

・
坂
本
芳
博

昔
⑨
二
〇
七
八

・
渡
辺
章
子

昔
⑩
二

一
一
一

１第１５回ナイター卓球大会結果卜



保健婦だより

ボケに
ならない
た め に

こころの健康

パート ３

一
肩
号
で
は
、
ボ
ケ
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
ボ

ケ
の
見
杓
け
方
・
ボ
ケ
や
寸
い
タ
イ
プ
・
木
ケ
の
千
エエ
ツ
ク
の
し
か

た
匸
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
ま
し
た
か
マ
・

今
回
は
、
ボ
ケ
の
事
例
と
そ
の
対
策
で
す
。

一
口
匸
木
ケ
と
い
つ
匸
貼
、
そ
の
症
状
匸
は
大
変
個
人
差
が
あ

つ

ま
ず
。
具
体
的
な
症
例
ご
と
に
、
そ
の
対
策
を
考
え
こ
み
ま
し

よ
う
。

Ｉ

介

護

の

心

得

十

ケ

条

ボ
ヶ
老
人
を
介
護
し
受
容
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
三
年

介
護
す
る
と
一
人
前
と
言
わ
れ
ま
す
が
早
期
に
受
容
で
き
る
よ
う
に

家
族
の
中
で
理
解
を
示
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

家
庭
に
お
け
る
ボ
ヶ
老
人
の
介
護
に
つ
い
て
、
こ
れ
だ
け
は
介
護

者
に
心
得
て
欲
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を

。十
ヶ
条
”
と
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。

①
老
人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
こ
と

②
老
人
の
気
が
す
む
ま
で
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と

③
老
人
の
友
だ
ち
に
な
る
こ
と

④
老
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る
こ
と

⑤
老
人
を
孤
独
に
さ
せ
な
い
こ
と

⑥
老
人
を
病
気
に
さ
せ
な
い
こ
と

ボケの事例とその対策

耳の日

（３月３日）

２
日
印

１０
日

康
相
談
日

仟

｝
Ｈ

’

２４
日
次

午
前
９
時
？
１２
時

場
所

役
場
・
健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受

付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

３
日
次

牛
滝
地
区
食
生
活
講

習
会
（
老
人
ふ
れ
あ
い
交
流

会
）

場
所

牛
滝
地
区
集
会
所

時
間

午
前
１０
時
？
午
後
２

時

９
日
㈲

一
歳
半
・
２
歳
児
饐

診
（
歯
科
健
診
）
及
び
乳
児

健
診

対
象

一
歳
半
児
一
平
成
２
年
フ
月

？
９
月
生



⑦
老
人
の
生
活
を
規
則
正
し
く
さ
せ
る
こ
と

⑧
老
人
に
不
安
を
与
え
な
い
こ
と

⑨
老
人
の
心
理
や
行
動
の
く
せ
を
理
解
す
る
こ
と

⑩
老
人
が
持
っ
て
い
る
能
力
を
失
わ
せ
な
い
こ
と

介
護
の
基
本
は
、
最
終
的
に
は
、
病
気
の
お
年
寄
り
に
対
す
る
介

護
者
の
愛
情
で
す
。

ボ
ヶ
老
人
の
介
護
は
長
期
戦
で
す
の
で
、
健
康
に
は
十
分
留
意
し
、

大
変
な
と
き
に
は
家
族
、
親
類
な
ど
が
協
力
し
て
介
護
す
る
よ
う
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

二

歳

児
一
平
成
２
年
１
月

～
３
月
生

乳

児
一
平
成
３
年
１１
月

生平
成
３
年
８
月

生

時
間

午
後
１２
時
３０
分
受
付

場
所

役
場

和
室

１１
日
水

リ
ハ
ビ
リ
教
室

場
所

ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い

ホ
ー
ル

時
間

午
後
１
時
？
３
時

１３
日
蚩

母
親
教
室
及
び
妊
婦

検
診

場
所

役
場

和
室

時
間

午
後
１２
時
３０
分
？
午

後
３
時

１６
日
㈲

老
人
健
康
教
室

場
所

古
佐
井
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー

時
間

午
後
１
時
～
３
時

▲リハビリ教室



国

保
の
し

お
り

国民健康保険証の

更新を行います

国
民
健
康
保
険
証
（
一
般
・

退
職
者
等
医
療
）
の
更
新
を
、

三
月
二
十
五
日
か
ら
三
月
二
十

七
日
ま
で
、
各
地
区
ご
と
に
行

い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
昨
年
交
付
し
た
保

険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

各
学
校
、
出
稼
ぎ
な
ど
で
、

保
険
証
を
別
に
し
て
い
る
家
庭

は
、
更
新
時
ま
で
に
昨
年
交
付

し
た
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、四
月
か
ら
高
等
学
校
、

大
学
な
ど
に
入
学
す
る
人
は
、

合
格
通
知
書
か
在
学
証
明
書
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
交
付
及
び
再
交
付

を
代
理
人
に
た
の
む
場
合
、
事

故
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
代
理
人
（
保
険
証
を
受
け
と

る
人
）
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
出
稼
ぎ
に
使
用
す
る
場
合

は
、
本
人
・
代
理
人
と
も
出
稼

ぎ
先
の
会
社
名
、
住
所
が
必
要

で
す
。

※
な
お
、
更
新
日
に
都
合
が
悪

い
方
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
保

健
衛
生
係
の
窓
口
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
机
て
、
仕
事
匚
励
ん
で
お
う
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
・
お
便
り
・
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

出
稼
ぎ
留
守
家
族
主
婦
の
会
総
会

＝
仲
間
同
士
の
交
流
を
深
め
る
＝

佐
井
村
出
稼
ぎ
留
守
家
族
主

婦
の
会
総
会
が
、
二
月
九
日

ア
ル

ザ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
で
は
、
太
田
（

ル
子
会

長
か
ら
「
会
員
の
意
識
も
向
上

し
、
三
戸
郡
田
子
町
留
守
家
族

主
婦
の
会
と
の
交
流
会
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も

会
員
相
互
の
助
け
合
い
に
よ
り

母
親
と
し
て
つ
つ
ま
し
く
母
な

る
意
識
を
高
め
、
出
稼
ぎ
し
て

い
る
家
族
が
安
心
し
て
就
労
で

き
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
留
守

を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に

今
年
度
の
活
動
方
針
が
決
ま
り

ま
し
た
。

匸

就
労
経
路
の
正
常
化
の
協

力・
役
場
へ
就
労
先
の
届
出

・
事
故
見
舞
金
制
度
へ
の
加

入
・
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介

に
よ
る
就
労
の
促
進

二
、
就
労
前
の
健
康
診
断
の
励

行そ
の
後
、
懇
談
会
に
入
り
カ

ラ
オ
ケ
や
踊
り
が
出
て
、
仲
間

同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。



医 療 費 の 状 況

出月診療分１
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，８５１人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

入 院 ２２ ４１３ ８，７１３．４４０ ３９６．０６５ ４，７０７

人 院 外 ７５６１，４４８ ９，４９８，１３０ １２，５６４ ５，１３１

歯 科 １２０ ３４０ １，５３２，５２０ １２，７７１ ８２８

薬剤の支給 ８６１１６回 ５９７，９６０ ６，９５３ ３２３

計 ９８４２，３１７２０，３４２，０５０ ２０，６７３ １０，９９０

退職者医療 加入者数５７人

区 分 件数 日数 医 療 費 刊牛当医療費 一人当医療費

人 院 １ １１ ４３６，５６０ ４３６，５６０ ７，６５９

人 院 外 ３２ ６４ ６１３，７６０ １９，１８０ １０，７６８

歯 科 ５ ９ ９３，５９０ １８，７１８ １，６４２

薬剤の支給 ４ ７回 ３８，９２０ ９，７３０ ６８３

計 ４２ ９１ １，］８２，８３０ ２８，１６３ ２０，７５１

老人医療 対象者数４６１人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

人 院 １３ ２０７ ４，２０９，８２０ ３２３，８３２ ９．１３２

入 院 外 ４６１１，１２０ ９，８４０，４４０ ２１，３４６ ２１，３４６

歯 科 １４ ３６ ３５１，０８０ ２５，０７７ ７６２

薬剤の支給 ６０ ８８回 ７２６，５３０ １２，１０９ １，５７６

施設療養費 ２ ６０ ４５３，５４０ １４，１７３ ９８４

計 ５５０１，５１１１５，５８１，４１０ ２８，３３０ ３３，７９９

と毎 日 が

火 の 元 警 報

発 令 中

一春の全国火災予防運動－

今年も３月１日から７日ま

での１週間、恒例の春の全国

火災予防運動が行われます。

暖房器具をつけているのを

うっかり忘れてしまった、と

いうことはありませんか。寒

気が緩むのと同時に、火に対

する注意が緩み始めるのもこ

の時期です。しかし、３月は、

空気が乾燥しています。また、

春一番 などの強風 が吹 くな

ど、火災の発牛しやすい条件

がそろっています。いま一度、家族全員で「火の用心」

について話し合ってください。そして、この期間中に

煙の恐ろしさをはじめ、火災の際の避難方法や、消火

器など各種の防火機器の正しい取り扱い方法を習熟す

るよう心がけてください。

火 災で亡 くなく なっ た人の約半数 が６５歳以 上

平成２年の１年間に、全国では５６，５０５件の火災が発

生し、１，８２８人が亡くなってい ます。佐井村では４件

の火災が発生しましたが、幸いに死者はでていません。

しかしこれは、平成元年 より８１人多く１日当りに換算

すると、約５人が火災で亡くなっていることになりま

す。

火災のなかで死者が最も多いのは住宅火災です。建

物火災での死者のうち約９割を占め、１，１０３人が平成

２年中に住宅火災で亡くなっています。

死者の年齢層をみると、６５歳以上の人が約半数近く

を占め、死者発生率が若年層に比べて、極めて高い現

状にあります。ですから、お年寄りの部屋は出口に近

い所にするなどの配慮が必要です。

こ れだけ は守 ろう 「火の用心」 ７つの要点

最低限守っていただきたい「火の用心」のポイント

を７つ紹介しましょう。

①寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。

②子どもは、マッチやライターで遊ばせない。

③風の強いときは、たき火をしない。

④天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。

⑤家の周りに燃えやすいものを置かない。

⑥ふろの空だきをしない。

⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

あくまで火災を防ぐのは、一人ひとりの「火の用心」

の心構えです。全国統一の防火標語「毎日が火の元警

報発令中」であることをお忘れなく。



交丗だより

佐 井 村

交通安全毋の会

子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

行
動
特
性
を

理
解
し
た
う
え
で

交
通
安
全
を

具
体
的
に
教
え
よ
う

も
う
す
ぐ
春
休
み
。
暖
か
く

な
っ
た
屋
外
で
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
な
か
に
は
、
四
月
の
新
入

学
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
行

動
範
囲
が
広
ま
る
こ
の
時
期

は
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
が
多

発
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
、
い
つ
も
親
と
一
緒

に
出
か
け
て
い
た
子
ど
も
た
ち

は
、
入
学
を
機
に
、
一
人
で
道

路
を
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

慣
れ
な
い
道
で
の
通
学
は
、
交

通
事
故
の
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。か

わ
い
い
子
ど
も
た
ち
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
私

た
ち
大
人
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

道

路

へ

の
。飛
び
出
し
”
が

子
ど
も
の
交
通
事
故
の

主
な
原
因

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
原
因

は
、
道
路
へ
の

。飛
び
出
し
”

が
最
も
多
く
、
次
い
で

。車
の

直
前
・
直
後
の
横
断
”
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
子

ど
も
の
行
動
特
性
に
大
き
く
関

係
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
は
、
一
つ
の
こ
と

に
注
意
が
向
く
と
、
周
り
の
も

の
が
目
に
入
ら
な
く
な
る
と
い

う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と

き
は
、
車
が
近
づ
い
て
き
て
も

気
が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ボ
ー
ル
が
道
路
の
ほ
う
へ

転
が
っ
て
い
っ
た
り
、
道
路
の

向
こ
う
側
か
ら
親
が
声
を
か
け

た
り
す
る
と
、
急
に
道
路
へ
飛

び
出
し
て
し
ま
う
の
も
そ
の
た

め
で
す
。

ま
た
、
物
事
を
単
純
に
理
解

し
て
し
ま
っ
た
り
、
物
蔭
や
狭

い
と
こ
ろ
で
隠
れ
て
遊
ぶ
の
を

好
ん
だ
り
す
る
と
い
う
特
性
も

あ
り
ま
す
。
止
ま
っ
て
い
る
車

３ Ｊ，ＩＩヨ現在

交通事故死ゼ囗

３

，

０４９
日

今
月
の
交
通
安
全
標
語

百
年
口
は

ブ
レ
ー
年
踏
ん
て

も

止
ま
弓
な
レ

浜
野

英
徳

⑤
五
①

赤
・
青
万
で
甘
づ

价

七
つ
抑

川
村
恵
美
子

飮んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成４年） 青森県交通対策協議会

１月 累計 死

者

の

う

ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 １

発

生

５８２

（６５６）

５８２

（６５６）
シ
ｆ

卜

ベ
ル
ト

着 用 義 務 者

（着けなければならない人）
２

死

者

５

（ ６）

５

（ ６）

非 着 用 者

（着 け て い な かっ た 人）
２

傷

者

７２０

㈲ ５）

７２０

㈲ ５）

う ち、 着 け て い れ ば

助 かっ た と思 わ れる人
１

（ ） 内 は 前 年 。 累 計 は １ 月 か ら

平成４年度使用交通安全 スロ ーガン（総務庁募 集総理大臣賞 ）

◆運転車（同乗者 を含 む）に対 するもの ド アしめて ベルトしめて 気をしめて

◆歩行車・自転車 に対 するもの とび出す一歩 に とびつく危険

◆こ どもか らの募集 はしらない！ ぽく もきゅうには とまれない

シートベルト しめる心が 身を守る



は
安
全
だ
と
、
そ
の
後
ろ
や
下

に
潜
り
込
ん
で
遊
ん
だ
り
す
る

の
は
そ
の
た
め
で
す
。

正

し

く

で

き

る
ま

で

言

葉

だ

け

で

な

く

手

本

を

見

せ

て

こ
の
よ
う
な
、
子
ど
も
の
行

動
特
性
を
よ
く
理
解
し
た
う
ぇ

で
、
私
た
ち
は
子
ど
も
の
交
通

安
全
を
考
え
て
ぃ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
親
は
通
園
や
通
学
の

道
路
を
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
い

て
み
て
、
ど
こ
が
危
な
い
の
か

何
に
ど
う
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
を
、
言
葉
だ
け

で
は
な
く
、
手
本
を
見
せ
な
が

ら
、
子
ど
も
が
正
し
く
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
具
体
的
に
何

度
も
教
え
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば

正
し
い
道
路
の
横
断
の
仕
方

は
、
渡
ろ
う
と
す
る
信
号
が
青

に
な
っ
た
ら
、
手
を
上
げ
左
右

を
見
て
車
が
止
ま
っ
た
の
を
確

か
め
て
か
ら
横
断
を
始
め
、
横

断
中
も
周
り
の
車
に
気
を
つ
け

る
、
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な

さ
ん
は
、
公
園
な
ど
子
ど
も
の

遊
び
場
の
近
く
や
、
裏
通
り
な

ど
を
走
る
と
き
は
、
い
つ
ど
こ

か
ら
子
ど
も
が
飛
び
出
し
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
必

ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
、
慎

車
に
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
私

た
ち
大
人
が
防
い
で
あ
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

老
人

ク
ラ
ブ
「
白

寿
会

」
の

交

通

安

全

教

室

を
終

え

て

横

浜

幸

江

磯
谷
地
区
交
通
安
全
母
の
会

で
は
、
一
月
八
日
に
大
間
警
察

署
交
通
係
長
の
長
田
さ
ん
や
松

谷
会
長
、
東
出
副
会
長
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
磯
谷
山
寺
で
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
母
の
会
の

会
員
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

教
室
を
開
き
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
な
く
す
る
た
め

に
は
、
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
各
人
一
人
ひ
と
り
が
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
老
人
の
方
々
は
、
日

の
明
る
い
う
ち
に
用
事
を
済
ま

せ
た
方
が
事
故
防
止
の
た
め
に

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
交
通
事
故
に
関

す
る
映
画
を
見
て
、
交
通
事
故

防
止
へ
の
決
意
を
あ
ら
た
に
話

し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
春

に
な
り
し
だ
い
、
交
通
量
も
多

く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
交
通

事
故
防
止
の
た
め
に
も
、
老
人

ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
な
り
、
全
員

の
マ
ス
コ

。
卜
作
り
を
し
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
村
民
一
丸
と
な

り
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
明

る
い
佐
井
村
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

｀

人

多

ブ
「

雲

」
｀

交

通

安

全

教

室

二
月
十
三
日
、
大
間
町
の
保
養
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
寿
会
の
み
な
さ

ん
の
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。ま

ず
温
泉
に
っ
か
り
、
心
身
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。
大
間
警
察
署
交
通
課

の
吉
崎
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
、
は

じ
め
に
映
画

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

両
親
を
別
々
の
交
通
事
故
で
亡
く

し
、
幼

い
子

ど
も
二
人
が
残
さ
れ
て

し
ま
い
、
は
な
れ
ば
な
れ
で
生
活
し

て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

内

容
の
映
画

で
、
「

運
転
手

さ
ん
。

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
運
転
し
て

く
だ
さ
い
。
」

と
結
ん
で
終
了
。
中

に
は
胸
に
せ
ま
る
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
、
涙
を
流
し
て
見
て
い
る
方
も
あ

り
ま
し
た
。

次
に

交
通

安
全

の
お
話

し
に
入

り
、
昨
年
九
月
に
奥
戸
で
事
故
に
あ

い
、
首
の
骨
を
折
っ
て
手
足

が
不
自

由
に
な
り
、
の
ど
に
物
を
つ
ま
ら
せ

て
、
今
年
一
月
に
亡
く
な
っ
た
方
も

あ
る
こ
と
や
、
老
人
の
自
転
車
に
よ

る
事
故
が
増
え
て
き
て
お
り
、
以
前

に
佐
井
村
で
も
事
故
に
あ
っ
た
方

が

い
ま
す
。
右
折
す
る
と
き
は
、
必

ず

止
ま
っ
て
自
転
車
を
押
し
て
歩
い
て

渡
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
ラ
イ
ト

の
っ
く
自
転
車
に
乗
っ
て
く
だ
さ
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
反
射
テ
ー
プ
を
み
な
さ
ん

に
配
り
、
車
の
ラ
イ
ト
が
あ
た
る
と

光
っ
て
、
私
は
こ
こ
を
歩
い
て
い
ま

す
よ
！
と
相
手
に
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
く
つ
や
帽
子
、
バ
ッ

ク
な
ど
に
貼
り
つ
け
て
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
子

ど
も
や
孫
が
自

動
車
を
持
っ
た
ら
、
任
意
保
険
に
入

る
よ
う
一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

佐
井
村
は
、
一
月
十
二
日
に
交
通

事
故
死

ゼ
ロ
三
〇
〇
〇
日
を
達
成
し

た
ば
か
り
で
す
。
せ
っ
か
く
み
な
さ

ん
長
生
き
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
、
記
録
を

伸

ば
し
て

く
だ

さ
い
と

締
め
く

く

り
、
交
通
安
全
教
室
を
終
え
ま
し
た
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

８ ０１７７－２３－２３７９

″
霍

２

枩

皆

皆

昆
【【一
毒

平
成
三
年
分
の
所
得
税
の
申

告
と
納
税
は
、
も
う
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。
申
告
も
納
税

も
期

限
は
三
月
十
六
日
（
月
）
で
す
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
と
納
税
は
、
三
月
三

十
一
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
に
！

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
て
少
な
く
申
告
し
た
り
し

ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

期
限
を
守
っ
て
「
正
し
い
申

告
、
確
か
な
納
税
」
を
お
忘
れ

な
く
。

所得税の確定申告

（２月１６日～３月１６０）

住

所

・
支

払

機

関

変

更

の

届

け

は

お

早

め

に

／

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、

自
分
の
住
所
を
変
更
し
た
と

き
、
ま
た
は
住
所
の
変
更
と
同

時
に
年
金
を
受
け
取
る
銀
行
・

郵
便
局
を
変
更
し
た
い
と
き

は
、
「
住
所
・
支
払
機
関
変
更

届
」
を
社
会
保
険
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
住
所
変
更
の
届
け
が

遅
れ
る
と
、
振
込
通
知
書
や
支

払
通
知
書
が
旧
住
所
に
送
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
現
況
届
や
年
金
に

関
す
る
通
知
も
同
様
で
す
。

ま
た
、
支
払
機
関
の
変
更
の

届
け
が
遅
れ
る
と
、
変
更
前
の

銀
行
や
郵
便
局
に
年
金
の
支
払

い
が
行
わ
れ
、
口
座
が
解
約
さ

れ
て
い
て
、
年
金
の
振
込
み
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
遠
く
の
郵

便
局
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
り

し
て
、
本
人
が
困
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

の
用
紙
は
、社
会
保
険
事
務
所
、

役
場
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
の

係
に
備
え
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

や

か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
支
払
機
関
の
み
の

安
易
な
変
更
は
、
年
金
の
受
け

取
り
が
遅
れ
る
原
因
に
も
な
り

ま
す
か
ら
、
な
る
べ
く
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

むっ 社 会 保 険 事 務 所

移 動 年 金 相 談 所 が

開 設 さ れ ま す

・・日 時

平成４年３月１１日（水）

午前１０時～午後２時

・・会 場

大間町立公民館

（大間警察署向い）

・・相談内容

厚生年金、国民年金に関する

相談（届書の受付、期間の照

会等）

持ってますか

年 金 手 帳



保

険

料

は

毎

月

キ

チ

ン

と

納

め

ま

し

よ

う

国
民
年
金
保
険
料
を
毎
月
納

付
し
て
い
ま
す
か
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間

の
う
ち
に
、
二
十
五
年
以
上
の

保
険
料
納
付
済
期
間
が
あ
れ
ば

受
給
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
保
険
料
未
納
期
間
が

あ
る
と
、
そ
の
月
数
に
応
じ
て

減
額

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
病
気
・
事
故
な
ど
で

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害

基
礎
年
金
や
、
ご
主
人
が
不
幸

に
し
て
死
亡
し
た
と
き
の
遺
族

基
礎
年
金
も
、
保
険
料
未
納
期

間
が
あ
る
た
め
に
受
給
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
納
め
に
行
く
の
が
面
倒
だ
」

「
後
で
ま
と
め
て
納
め
る
」
な

ど
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
滞
納

に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
は
、

次
の
制
度
を
利
用
す
る
と
納
め

に
行
く
手
間
が
は
ぶ
け
、
納
め

忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

納
付
組
織
に
加
入

地
区
の
婦
人
会
や
納
税
組
合
な
ど
の
納
付
組
織

に
加
入
す
る
と
、
保
険
料
を
集
金
し
て
く
れ
ま
す
。

保
険
料

納
め
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
冖
‥

雲
雀
…
…
天
黐
と
も
書
き
ま
す
。

ヒ
バ
リ
は
、
春
が
く
る
と
空
の
上

で
、
ピ
ー
チ
ク
パ
ー
チ
ク
と
さ
え

ず
る
鳥
と
し
て
お
な
じ
み
で
す
。

ヒ
バ
リ
の
声
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
て
、
そ
の
姿
は
…
…

あ
ま
り
印
象
に
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
方
が
、
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ヒ
バ
リ
は
、
麦
畑
や
草
む

ら
の
な
か
に
巣
を
作
り
ま
す
。

体
の
色
は
、
外
敵
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、
地
面
の
色
に

似
た
灰
色
が
か
っ
た
褐
色
で

す
。
派
手
な
鳴
き
声
に
似
ず
、

姿
は
地
味
で
す
。

ヒ
バ
リ
の
雄
は
、
繁
殖
期
に
な

る
と
、
縄
張
り
の
上
を
舞
い
な
が

ら
さ
え
ず
り
ま
す
。
巣
に
戻
る
と

き
は
、
巣
の
位
置
を
知
ら
れ
な
い

た
め
に
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

下
り
、
歩
い
て
巣
に
戻
り
ま
す
。

し
か
し
、
飛
び
立
つ
と
き
は
、
巣

か
ら
直
接
飛
び
出
し
ま
す
。

昔
は
ヒ
バ
リ
を
捕
え
て
飼
育
し
、

「
ヒ
バ
リ
か
ご
」
と
い
う
背
の
高

い
か
ご
に
入
れ
て
、
そ
の
鳴
き
声

を
楽
し
む
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

揚
げ
ヒ
バ
リ
と
い
っ
て
、
か
ご
か

ら
空
に
飛
び
立
た
せ
、
ま
た
か
ご

に
戻
ら
せ
る
と
い
う
遊
び
も
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ヒ
バ
リ
を
捕
え

て
飼
育
す
る
た
め
に
、
ヒ
バ
リ
笛

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
細
い

竹
の
な
か
に
水
を
入
れ
て
吹
き
、

ヒ
バ
リ
の
さ
え
ず
り
に
似
た
音
を

出
し
て
、
ヒ
バ
リ
を
誘
う
の
で
す
。

現

在

は
、

野
生

動

物
で

あ

る
ヒ

バ
リ

を
捕

え

た

り

、

飼

育

し

た

り
す

る
こ

と

は

禁

じ

ら
れ

て

い

ま
す

。

自

然

の

声

を

楽

し

み
ま

し

ょ

う

。

ヒ

バ

リ

は
草

が

緑

に

な

る

と
、

さ
え

ず

り

始

め

ま
す

。

＝
Ｔ

五
月

は

、「

国

土
緑

化

運

動
強
調
期
間
」
で
す
。
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

緑
を
守
り
育
て
る
た
め
に
、
森
林

と
の
触
れ
合
い
を
深
め
ま
し
ょ
う
。



窓ガラスの掃除と磨き方

ラ ッ プ
と

塩
７

汚 れ 落 と し

き
れ
い
に
磨
か
れ
た
窓
ガ
ラ

ス
は
、
気
持
ち
の
い
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
い
ざ
ガ
ラ
ス
ふ

き
と
な
る
と
、
意
外
に
重
労
働

で
す
。
手
際
よ
く
、
要
領
よ
く

ふ
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

窓
ガ
ラ
ス
の
水
ぶ
き
は
、
水

を
少
し
含
ま
せ
た
湿
り
ぞ
う
き

ん
で
ふ
き
ま
す
。
水
の
跡
が
残

ら
ず
、
き
れ
い
に
ふ
け
ま
す
。

油
汚
れ
は
、
ガ
ラ
ス
用
の
洗
剤

を
ス
プ
レ
ー
し
、
そ
の
上
か
ら

料
理
用
の
ラ
乙
フ
を
十
分
間
程

度
は
り
ま
す
。
ラ
乙
フ
を
は
が

し
て
乾
い
た
布
で
ふ
け
ば
、
岫

が
洗
剤
で
ゆ
る
ん
で
い
る
の

で
、
簡
単
に
汚
れ
が
落
ち
ま
す
。

ラ
ッ
プ
の
代

わ
り
に
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
紙
を
使
う
と
、
バ

ラ
ス
に
張
り
つ
き
、
は
が
す
の

が
大
変
で
す
。

窓
ガ
ラ
ス
の
隅
の
汚
れ
は
、

水
に
濡
ら
し
た
布
に
塩
を
つ
け

て
こ
す
り
ま
し
ょ
う
。
塩
が
汚

れ
を
吸
収
す
る
働
き
を
利
用
し

た
も
の
で
、
汚
れ
が
簡
単
に
取

れ
ま
す
。

模
様
が
あ
る
ガ
ラ
ス
は
、
凸

凹
に
汚
れ
が
た
ま
り
、
水
ぶ
き

な
ど
で
は
、
な
か
な
か
き
れ
い

に
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
ク
レ

ン
ザ
ー
を
小
皿
で
ド
ロ
ド
ロ
に

溶
か
し
、
歯
ブ
ラ
シ
に
つ
け
て

上
か
ら
下
に
円
を
描
く
よ
う
に

し
て
こ
す
る
と
、
模
様
の
凸
凹

に
ク
レ
ン
ザ
ー
が
入
り
込
ん
で

汚
れ
が
取
れ
ま
す
。
後
は
水
ぶ

き
し
、
さ
ら
に
空
ぶ
き
し
て
仕

上
げ
で
す
。

大
き
な
窓
ガ
ラ
ス
を
要
領
よ

く
磨
く
に
は
、
ガ
ラ
ス
用
洗
剤

を
×
印
に
大
き
く
吹
き
っ
け
、

乾
い
た
布
を
四
角
に
た
た
み
、

洗
剤
を
の
ば
す
よ
う
に
外
側
か

ら
内
側
に
四
角
く
ふ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
空
ぶ
き
を
し
ま
す
。

ゴ
ム
ベ
ら
を
使
う
の
も
、
窓

ガ
ラ
ス
を
き
れ
い
に
す
る
コ

ツ
。
ガ
ラ
ス
全
体
に
霧
吹
き
で

水
を
か
け
、
ゴ
ム
ベ
ら
で
上
か

ら
下
へ
し
ご
く
よ
う
に
こ
す
り

ま
す
。
ホ
コ
リ
と
汚
れ
が
一
遍

に
取
れ
、
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ

い
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
汚
れ

た
水
が
流
れ
落
ち
な
い
よ
う
、

下
に
タ
オ
ル
を
当
て
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
後
は
乾
い
た
布
で
磨

き
ま
す
。

土 木 技 術 者 を

目 指 す 人 の

奨 学 金 制 度

下北総合 開発期成同盟会では、

むつ 市及 び下 北郡内 に住所 があ

る人 で、 高等 学校、 高等専 門学

校 の土 木科、 農業土 木科、土 木

建築 科、土 木工 学科 に入学 する

人で、 卒業 後 は地元で 活躍 し よ

う とす る人に対 して、 奨学 金を

貸与してい ます。

奨 学金 は、 月 額 ２万 円 となっ

てい ます。（ただし、各市町村の

奨学 金 と合 わせて受 けるこ とは

で きませ ん）

申 請は ４月 １ 日か ら４月３０日

まで受 け付け ます。手続書類は、

佐井 村教 育委 員会 に備えて あ り

ますので、 希望 する方 はご 連絡

ください。

ａ （３８）４５０６・４５０７

満１歳になります

川 岸 一 斗ａ．
（優・京子）
古佐井

戸 籍の窓口
２月１４日現在

口 お 誕 生 お め で と う

内 藤 来 夢（ 光 ）福 浦
川 原 広 裕（幹広）古佐井
正 村 圭 佑（昭彦）大佐井

吉 田 員 永（真一）古佐井
石 澤 有 衣（尚人）古佐井
田 中 理栄子（ 勲 ）矢 越

口 ご 結 婚 お め で と う

（ 酒 井 修 一（川 内 町）
相 木 志津子（古 佐 井）

（山 本 秀 美（古 佐 井）
勝 野 朝 子（国 立 市）

（ 樋 口 薫（大 佐 井）
笹 原 キミ子（川 内 町）

（ 橋 野 一 幸（脇野沢村）
竹 内 美紀子（牛 竜）

（ 高 橋 弘 幸（浦 和 市）
宮 田 ひとみ（原 田）

口 おく や み申し 上げま す

太 田 誠 三（ぬい）古佐井

横 浜 仁 助（とき）磯 谷

１月３１日現在人口（前月比）

男 １，８３５（＋８）

女 １，８７０（－８）

計 ３，７０５（土○）

世帯数 １，１２４（十Ｂ）
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